
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 研究テーマ 
 昨年度は，６年生の国語と算数の授業での ICT
活用の実践を行った。ネットの番組を使用や，交

流場面での ICT 活用により，児童の意欲を高めた

り，交流を活発にしたりすることができ，主体的

に学ぶ姿につながった。 
 今年度の学級の児童は，２年生ということもあ

り，これまで授業の中で ICT を活用する機会が少

なかった。そこで，まずは教師がタブレットを書

画カメラとして使用し，提示する場面を何度か設

定した。すると，黒板を見る時以上に真剣にデジ

タルテレビを見る児童の姿があった。また，個別

の配慮が必要な児童にとっても，視覚的に捉える

ことにより，学習に対して意欲的に取り組むこと

ができた。これまで ICT に触れることが少なかっ

たこともあり，ほとんどの児童が実際に ICT を使

用したいと感じていた。 
今回Ａ児として設定した児童は，普段からどの

教科でもまじめに取り組んでいるが，受動的な態

度が多く見られた。Ａ児は教師の言われたことを

そのまま取り入れてしまったり，友達の考えに流

されてしまったりするという実態があった。ICT
を取り入れることにより，Ａ児が，自分の思いや

考えを明確にし，交流の中で自信をもって，思い

や考えを表現させながら学習に取り組む姿を引

き出したいと考えた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 そこで，今回は，低学年における ICT の活用の

効果性を生活科の授業で検証し，主体的な学びに

つながるようにしたいと考え，本テーマを設定し

た。 
 
２ 仮説 
（１）導入場面で，前時の板書をデジタルテレビ

に映し出し，前時までの思いを想起させるこ

とで，意欲が高まるだろう。さらに，展開場

面で，児童が書いたものをデジタルテレビに

映し出し，考えや思いを共有させることで，

主体的な学びに向かうだろうと考えた。 
 
（２）自分たちで撮った写真を用いて話し合った

り，説明したりすることで，視覚的に捉える

ことができ，考えの共有化を図ることができ

るだろうと考えた。 
 

３ 研究の方法と計画 
（１）仮説１について 

授業の導入場面において，タブレットで撮

影しておいた前時の板書をデジタルテレビ

に映し出す。板書を拡大提示しながら，自分

たちがどんな思いをもって活動していたか

を思い起こすようにする。自分たちの思いを

想起させることで，前時までの思いやこれま

 

主体的に学ぶ生活科の学習におけるＩＣＴ活用 
～他教科へのつながりを大事にして～ 

東根市立東根中部小学校  中 山 雄 介 

＜研究の概要＞ 
 本研究では，生活科の学習において，児童の主体的な学びにつなげるための ICT の効果的な活用

について考察した。導入の場面で，前時の板書をテレビに映し出して，児童の思いを引き出したり，

交流の場面で，写真を見ながら話し合わせたりすることで，主体的な学びにつながるか検証した。

その結果，前時の板書を映し出しながら児童の思いを確認することで，前時までの思いと現在の状

況がつながり，本時に何をしたいのか，何をしなければいけないのかが明確になり，主体的に学ぶ

ことができた。さらに，児童がタブレットを操作し，見せたい写真を見せながら話し合うことで，

話し合いが活発になったり，話し合いの論点が焦点化されたりした。前時までの児童の思いを引き

出すことや話し合いを活性化させるためにタブレットを活用することは，主体的な学びにつなげる

手立てとして有効であった。 



で学んだことが現在の状況とつながり，本時

に何をすればよいのか，何をしたいのかを明

確にして活動に取り組むことができるだろ

うと考える。 
展開場面では，活動の流れや児童の作品を

デジタルテレビに映し出し，活動の内容の共

有化を図ることで，児童の考えが広がり，創

意工夫が見られるだろうと考える。 
 

（２）仮説２について 
交流場面において，班での話し合いに写真

を用いる。自分たちで準備した写真を用いて

話し合わせることで，撮影した時の状況や思

いをより鮮明に思い出し，具体的な話し合い

になるだろう。さらに，視覚的な情報をもと

にしながら話し合うことで，論点が焦点化さ

れた話し合いになると考える。 
全体の交流では，写真を提示することで，

児童同士の考えや思いのズレが軽減され，全

体で共有しやすくすることができるだろう。 
 
 
４ 研究の実践 
（１）実践１ 
 ①実践の概要 
  ア 単元名 

２年生活科「わたしの町はっけん」 
    目標 
    友達と話し合いながら，町探検で見つけ

たお店のすてきなところについてまとめ

ることができる。 
    お店のすてきなところを話し合うこと

で，お店のよさやお店の人の思いに気付く

ことができる。 
  イ ICT の活用について 

導入場面で，前時までの児童の思いを確

認するために前時の板書をデジタルテレ

ビに映し出す。大事なところを拡大しなが

ら提示する。 
交流場面では，グループごとにお店のす

てきなところについてタブレットで撮っ

てきた写真を活用して話し合う。 

 ②子供の学びの姿 
導入場面で，前時の板書を映し出し，自分

たちの思いを想起させることで，Ａ児に限ら

ず，多くの児童が，前時までの思いや学びと

現在の状況がつながり，本時に何をすればよ

いのかが明確になった。自分たちの思いで活

動できることと何をするのかが明確になっ

たことにより，意欲が高まり，展開場面での

話し合いが活発になった。Ａ児は，前時の活

動で，自分のまとめ方では伝えたいことが伝

わらないと感じ，伝える内容を友達と話し合

いたいという思いをもっていた。前時の板書

を見たことにより，Ａ児の本時のめあてが明

確になり，積極的に友達と話し合う姿につな

がった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに交流場面では，地域のお店に行って，

自分たちで撮ってきた写真を班で見ながら，

伝えたいことをまとめていくようにした。写

真を見ることで，当時の状況を思い出すこと

ができ，話し合いが活発になった。Ａ児も，

自分がまとめたいことを積極的に伝えたり，

友達と一緒に考えたりしながら，どんなこと

を発表するかまとめる姿が見られた。 
 
 
 
 
 

 

デジタルテレビに 
前時の板書を映し出した 



（２）実践２ 
 ①実践の概要 
  ア 単元名 

２年生活科 「はっけんくふうおもちゃ作り」 
目標 

    おもちゃ作りの楽しさや自分や友達の

工夫・がんばりなどに気付くことができる。 
  イ ICT の活用について 

製作段階から，自分が作っているおもち

ゃの工夫点を写真に撮り，友達に紹介する。 
 ②子供の学びの姿 

作ったおもちゃをタブレットで撮った写

真で見せて友達と交流することで，どうやっ

て作るのか，どのように遊ぶのかなど，より

具体的に説明することができた。説明がなく

ても，見ただけで真似をして作ることもでき

た。友達のおもちゃに興味を示し，自然に一

緒に作ろうとする姿につながった。さらに，

みんなのおもちゃで遊びたいという意欲を

高めることにもつながった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（３）実践３ 
 ①実践の概要 
  ア 単元名 

２年生生活科「自分はっけん」 
目標 
自分を支えてくれた人々の成長を願う

思いに気付くことができる。 
  イ ICT の活用について 

自分の成長をまとめながら，感じたこと

を発表する。その際に，タブレットのカメ

ラ機能を使い，デジタルテレビに写真を映

し出しながら説明する。 
 ②子供の学びの姿 

生まれた頃の写真をデジタルテレビに映

しながら，親の思いを話し，自分が感じたこ

とを発表した。写真を見ながら話を聞くこと

で，発表している児童の思いに共感すること

ができた。Ａ児は，自分で伝えたいことを考

え，赤ちゃんの頃の写真を見せながら，生ま

れたころはとても小さくて両親が心配して

いたことや自分の名前の由来について話す

ことができた。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
５ 結果と考察 
（１）仮説１について 

○ 導入場面で，前時の板書をデジタルテレ

ビで提示することで，話し合いが活発に行

われた。 
自分たちの思いが想起され，前時までの

思いや学びと現在の状況がつながり，本時

に何をすればよいのかが明確になった。そ

れにより，自分の考えをもって話し合うこ

とができたためであると考える。 

タブレットを使いながら友達と交流し，協

力しながらおもちゃ作りに挑戦した。 

制作時は，タブレットで写真を撮りなが

ら制作した。 
テレビに写真を映し出して，自分が生まれ

た時の親の思いや写真を見て自分の成長

の気付きをまとめ，発表した。 



○ 展開場面で，児童の作品を提示し，ポイ

ントの共有化を図ることで，ポイントが明

確になり，児童の考えが広がった。 
考える視点がはっきりし，新たな気付き

が生まれたり，もっとこうしたいという思

いが引き出されたりしたためであると考

える。 
○ タブレットなどを使用する内容を考え

ていくと，児童の思考過程や見通しを推測

することにつながり，児童の思考をつなげ

た単元計画を立てることができた。 
 
これらのことから，生活科に限らず，他教

科でも板書を映し出したり，前時の問題の確

認を行ったりと，活動の流れやポイントをお

さえる時に，タブレットを活用することで，

児童が自ら考え，活動しようとする姿につな

がると考えられる。 
 
（２）仮説２について 

○ タブレットを活用し，自分たちで写真を

撮り，それを見ながら話し合うことで，論

点が整理された話し合いを行うことがで

きた。 
写真を撮った時の状況を思い出すこと

ができたり，話を聞く側も視覚的に捉える

ことができたりしたためであると考える。 
○ 生活科では，写真を撮ってそれを見なが

ら話し合うことで，内容の吟味や活性化に

つながった。 
視覚的な情報により，考えが共有され，

本当に必要なのか，もっと工夫することが

ないのかを話し合うことができたためで

あると考える。 
▲ ２年生にとって，写真が多いと写真を見

るだけの活動になってしまう。そのため，

事前に写真などの情報を精選しておく必

要がある。 
 
これらのことから，自分たちで撮った写真

を話し合いに活用したり，発表の時に使用し

たりすることで，話し合いが具体的なものに

なったり，思いや考えが共有されたりする。 
 

（３）研究を終えての提言 
・ ２年生でも，タブレットなどを使って，写

真を撮ってそれをもとに話したり，説明した

りする活動を仕組むことで，児童の思考が活

性化し，自ら考えて活動する姿につながる。 
・ ICT 機器の発展により，小さい時から機材

に親しむようになっている中，学校でも系統

性を考えて ICT を活用した授業作りが求め

られている。各教科単元の特性を捉えながら

も，下記のような学年に応じた取り組みを考

えた。 
 【タブレットで写真を撮る場面において】 
  小学１年生→タブレットなどを使って，写真

を撮ることができる。 
    ２年生→撮った写真を見ながら，話し合

うことができる。 
    ３年生→撮った写真から必要なものを

選び，話し合うことができる。 
    ４年生→必要な写真を選び，話し合い，

発表に使用することができる。 
    ５・６年生→写真などの資料の精選を自

分で行い，写真と言葉を組

み合わせて提示しながら，

発表を行うことができる。 
    中学生→ねらいに合わせて，撮る場所や

撮る対象物を考えて撮ること

ができる。さらに，写真やグラ

フなど視覚的な情報を用いて，

発表・プレゼンテーションを行

うことができる。 
ICT の進歩により，どの学年でも ICT 活用

が考えられる。ICT 活用については，本研究

だけではなく，様々なところで，その有効性

が分かっているので，系統的な指導を積み重

ねることが大事となる。このような系統性を

もとに，視聴覚主任が中心となり，教師の教

材づくりに関わりながら，その有効性を広げ，

効果的に活用できるようにし，児童の学習意

欲を高めたり，学びの深化へと導いたりした

いものである。 


